
岡山県日中教育交流協議会会報 

2009

第 ２９ 号 

① 多文化社会到来の足音 岡　山　外　語　学　院 学 院 長　片　山　浩　子

② 中国政府日本教職員招へいプログラムに参加して 総社市立山手小学校 校　　長　上　岡　　　仁

③ 岡山と中国の友好の象徴・後楽園の鶴 岡山県日中教育交流協議会 事務局長　松　井　三　平

④ 日本に来てよかった 岡山大学中国人留学生 邵　　　　　

⑤ 協議会事務局からのお知らせ（事務局）

雲南省　西双版納タイ族自治州

本号の内容

表1-4.qxd  09.6.24 19:00  ページ 1



題字『悠久』森崎岩之助 揮亳

表1-4.qxd  09.6.24 19:00  ページ 2



多
文
化
社
会
到
来
の
足
音

「
日
本
語
を
勉
強
し
、
日
本
の
大
学
に
入
り
将
来
は
社
長
に
な
り

た
い
で
す
。」「
医
者
に
な
り
た
い
で
す
。」「
日
本
語
の
先
生
に
な
っ

て
故
国
の
子
供
た
ち
に
日
本
語
を
教
え
た
い
で
す
。」
な
ど
、
入
学

式
の
日
、
つ
た
な
い
日
本
語
で
目
を
輝
か
せ
て
夢
を
語
っ
た
学
生
た

ち
、
弊
院
三
百
人
の
外
国
人
学
生
の
う
ち
九
十
八
％
が
日
本
の
大
学

院
や
大
学
、
専
門
学
校
に
進
学
し
ま
す
。
将
来
は
日
本
で
働
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
一
九
九
二
年
以
来
卒
業
生
も
千
七
百
名
を
超
え

多
く
の
卒
業
生
が
す
で
に
日
本
で
働
い
て
い
ま
す
。

現
在
留
学
生
は
全
国
で
約
十
三
万
人
、
就
学
生
（
日
本
語
学
校
生
）

約
四
万
二
千
人
弱
、
昨
年
政
府
は
「
留
学
生
三
十
万
人
計
画
」
を
発

表
し
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
留
学
生
を
今
の
倍
以
上
の
三
十
万
人
ま
で

増
や
す
計
画
で
す
。

岡
山
市
の
外
国
人
登
録
者
数
は
昨
年
十
一
月
末
初
め
て
一
万
人
を

越
え
一
万
四
人
に
な
り
ま
し
た
。
市
内
人
口
の
一．

四
％
、
十
年
間

で
一．

五
倍
に
増
え
市
民
七
十
人
に
一
人
の
割
合
で
す
。
国
籍
別
は

中
国
人
が
約
半
数
を
占
め
、
韓
国
・
朝
鮮
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ブ
ラ
ジ

ル
、
ベ
ト
ナ
ム
と
続
き
、
世
界
七
十
五
カ
国
か
ら
来
て
い
ま
す
。

全
国
で
は
二
〇
〇
七
年
の
外
国
人
登
録
者
数
は
二
百
十
五
万
人
で

岡
山
県
の
人
口
は
二
百
万
人
弱
で
す
か
ら
岡
山
県
の
人
口
よ
り
多
い

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

日
本
は
一
九
七
〇
年
以
降
少
子
高
齢
化
の
道
を
た
ど
っ
て
き
て
お

り
、
二
〇
〇
六
年
以
降
は
人
口
減
少
に
転
じ
ま
し
た
。
対
応
策
と
し

て
女
性
や
高
齢
者
の
活
用
、
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
な
ど
が
考

え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

全
国
的
に
み
て
も
日
本
で
働
い
て
い
る
外
国
人
、
例
え
ば
専
門
的

技
術
分
野
で
働
く
人
た
ち
、
留
学
生
就
学
生
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て

い
る
人
、
研
修
・
技
能
実
習
生
、
日
系
人
、
介
護
士
看
護
師
な
ど
外

国
人
労
働
者
は
確
実
に
増
加
し
て
お
り
そ
れ
も
滞
在
が
長
期
化
の
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
傾
向
に
対
し
日
本
人
の
雇
用
問
題
や
犯
罪
の
増
加
な
ど
否
定

的
な
意
見
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
流
れ
と
し
て
こ
れ
か
ら
は
受

け
入
れ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
し
産
業
構
造
も
変
わ
っ
て
く
る
で
し
ょ

う
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
世
界
の
国
で
お
手
本
に
な
る
と
こ
ろ
は
な

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
方
程
式
の
な
い
世
界
で
す
。
外
国
人
労
働

者
の
受
け
入
れ
は
日
本
の
国
体
を
考
え
日
本
は
ど
ん
な
国
に
な
る
の

が
よ
い
の
か
百
年
先
を
見
て
国
家
百
年
の
計
を
持
っ
て
方
針
を
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
語
を
学
ぶ
人
も
増
え
て
世
界
百
三
十
三
か
所
の
国
と
地
域
で

二
百
九
十
八
万
人
の
人
々
が
勉
強
し
て
い
ま
す
。

い
ま
や
外
国
人
留
学
生
を
含
め
た
外
国
人
労
働
者
は
、
決
し
て
特

別
な
存
在
で
は
な
く
私
達
と
同
じ
日
本
で
生
活
す
る
人
た
ち
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
も
っ
と
多
く
の
外
国
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
を
持
っ
て

私
達
と
一
緒
に
生
活
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

適
法
に
受
け
入
れ
た
以
上
、
社
会
の
一
員
と
し
て
「
生
活
者
と
し

て
の
外
国
人
」「
と
も
に
生
き
て
い
く
隣
人
」
と
し
て
共
に
生
き
、

協
働
し
一
緒
に
働
き
、
共
創
す
る
、
と
も
に
そ
う
い
う
社
会
を
作
り

上
げ
て
い
く
、
そ
う
い
う
時
代
が
近
づ
き
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
多
文
化
社
会
の
足
音
が
確
実
に
聞
こ
え
て
き
て
い
る

よ
う
に
思
え
ま
す
。

し
か
し
生
活
者
と
し
て
の
外
国
人
に
と
っ
て
は
日
本
の
社
会
は
ま

だ
ま
だ
暮
ら
し
に
く
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ま
ず
日
本
人

と
同
じ
よ
う
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、

共
生
で
き
る
生
活
基
盤
を
整
備
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
社
会
保

険
未
加
入
な
ど
の
社
会
保
障
や
医
療
の
問
題
、
日
本
語
学
習
の
困
難

か
ら
不
就
学
な
ど
子
弟
の
教
育
問
題
、
不
安
定
な
雇
用
な
ど
の
労
働

環
境
、
生
活
環
境
の
問
題
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

解
決
す
べ
き
問
題
山
積
み
で
す
が
、
地
方
自
治
体
な
ど
行
政
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
の
地
道
な
努
力
で
、
例
え
ば
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
岡

山
市
日
中
友
好
協
会
の
「
ゆ
る
や
か
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
づ
く
り
な

ど
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
、
対
応
も
よ
い
方
向
に
少
し
ず
つ
進

ん
で
き
て
い
ま
す
。
異
文
化
理
解，

異
な
る
文
化
を
理
解
す
れ
ば
よ

い
時
代
か
ら
多
文
化
共
生
、
異
文
化
を
認
め
な
が
ら
一
緒
に
生
活
し

て
い
く
時
代
に
入
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

岡山外語学院　学院長

片　山　浩　子
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中国政府日本教職員
招へいプログラムに参加して

総社市立山手小学校
校　長　上　岡　　　仁

二
〇
〇
八
年
六
月
十
四
日
（
土
）
か
ら

二
十
二
日
（
日
）
ま
で
、
二
十
三
人
の
団

員
の
一
人
と
し
て
中
国
政
府
日
本
教
職
員

招
へ
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、（
財
）
ユ
ネ
ス
コ
・
ア
ジ
ア

文
化
セ
ン
タ
ー
が
実
施
さ
れ
る
中
国
教
職

員
招
へ
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
応
す
る
も
の

で
あ
り
、
前
年
度
に
中
国
教
職
員
の
受
け

入
れ
を
行
っ
た
日
本
の
自
治
体
の
教
育
関

係
者
を
中
国
政
府
が
招
へ
い
す
る
も
の
で

す
。
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
は
、
主

と
し
て
北
京
市
と
青
海
省
で
の
学
校
視
察

を
通
し
て
、
中
国
に
お
け
る
教
育
の
現
状

と
課
題
等
を
学
ぶ
こ
と
で
し
た
。

（
一
）
北
京
市
で
の
視
察

①
中
国
教
育
部

教
育
部
を
表
敬
訪
問
し
、
四
川
大
地
震

に
よ
る
犠
牲
者
に
対
し
て
黙
祷
を
行
っ
た

後
、
団
員
か
ら
募
っ
た
四
川
大
地
震
へ
の

募
金
を
国
際
交
流
局
の
劉
副
局
長
に
渡
し

ま
し
た
。
続
い
て
、
基
礎
教
育
局
課
程
発

展
課
の
沈
課
長
か
ら
中
国
の
基
礎
教
育
制

度
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
概
要

は
、
①
現
在
、
全
国
に
小
学
校
が
一
億
一

千
万
校
、
中
学
校
が
六
千
万
校
、
高
校
が

二
千
万
校
あ
り
、
高
校
は
基
礎
教
育
の
一

部
で
あ
る
こ
と
、
②
九
年
の
義
務
教
育
制

度
で
あ
る
こ
と
、
③
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、

国
家
制
定
が
八
十
％
で
あ
り
、
残
り
の
二

十
％
は
地
方
制
定
ま
た
は
学
校
制
定
で
あ

る
こ
と
、
④
教
科
書
は
検
定
制
度
を
採
用

し
て
い
る
こ
と
、
⑤
教
科
書
の
無
償
給
与

制
度
を
制
定
し
、
一
部
の
都
市
で
は
す
で

に
無
償
給
与
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
等
で

し
た
。

②
北
京
市
月
壇
中
学

月
壇
中
学
は
、
北
京
市
で
唯
一
日
本
語

教
育
を
行
っ
て
い
る
中
学
校
で
す
。
張
校

長
か
ら
学
校
概
要
の
説
明
を
受
け
た
後
、

生
徒
の
主
体
的
な
運
営
に
よ
る
集
会
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
日
本
語
の
授

業
を
参
観
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
し
ま
し

た
。
日
本
語
の
授
業
は
、
カ
ラ
オ
ケ
を
題

材
に
し
た
教
科
書
教
材
の
音
読
と
読
解
、

会
話
を
中
心
に
進
め
ら
れ
、
生
徒
は
流
暢

な
日
本
語
で
自
分
の
考
え
な
ど
を
発
表
し

て
い
ま
し
た
。

③
北
京
市
第
三
十
五
中
学

第
三
十
五
中
学
に
は
、
中
国
指
導
部
に

多
く
の
卒
業
生
が
い
ま
す
。
朱
校
長
か
ら
、

知
識
を
教
え
る
だ
け
で
な
く
、
伝
統
文
化
、

体
育
や
科
学
等
を
重
視
す
る
と
と
も
に
、

綜
合
実
践
科
に
も
力
を
入
れ
て
、
個
性
の

伸
長
に
努
め
て
い
る
な
ど
の
説
明
を
受
け

ま
し
た
。
そ
の
後
、
初
級
中
学
の
綜
合
実

践
科
の
授
業
を
参
観
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
生
徒
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
手
芸
、
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
文
学
、
料
理
、
生
物
な

ど
二
十
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
学
習
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。
高
級
中
学
で
は
、
同

校
の
民
族
楽

団
が
民
族
音

楽
や
日
本
の

「
さ
く
ら
」

を
演
奏
し
て

く
だ
さ
い
ま

し
た
。
音
楽

を
通
し
て
心

を
一
つ
に
す

る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
上
な
い
交
流
の
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

（
二
）
青
海
省
で
の
視
察

①
西
寧
市
教
育
局

薛
局
長
か
ら
西
寧
市
の
教
育
事
情
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
概
要
は
、
①

西
寧
市
は
二
千
百
年
の
歴
史
が
あ
り
、
三

十
四
の
民
族
の
宗
教
や
文
化
が
融
合
し
て

発
展
し
て
き
た
こ
と
、
②
大
学
八
校
、
中

学
（
初
級
、
高
級
）
八
校
、
職
業
中
学
八

校
で
、
生
徒
数
千
十
六
万
人
、
教
員
数
八

万
人
で
あ
る
こ
と
、
③
学
校
の
施
設
設
備

の
充
実
を
図
っ
て
き
た
こ
と
、
④
今
後
の

方
針
は
、
基
礎
教
育
の
課
程
改
革
を
行
い
、

個
性
、
自
主
性
、
創
造
力
な
ど
を
育
成
す

る
こ
と
や
、
師
範
大
学
で
の
研
修
に
よ
り

質
の
高
い
教
師
の
育
成
に
努
め
る
こ
と
等

で
し
た
。

②
西
寧
市
第
三
中
学

第
三
中
学
は
、
青
海
省
級
の
標
準
化
学

校
で
あ
り
、
施
設
設
備
は
充
実
し
て
い
ま

し
た
。
劉
校
長
か
ら
、
知
・
徳
・
体
の
調
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和
の
と
れ
た
資
質
教
育
の
ほ
か
環
境
教
育

に
も
力
を
入
れ
て
い
る
な
ど
の
説
明
を
受

け
た
後
、
高
級
中
学
一
年
生
の
「
世
界
の

お
祭
り
」
を
題
材
に
し
た
英
語
の
授
業
を

参
観
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
イ
ン
タ

ー
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
タ
ス
ク
を
中
心
と
し
た

素
晴
ら
し
い
授
業
で
あ
り
、
生
徒
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
も
高
く
、
大
変
参

考
に
な
り
ま
し
た
。

③
西
寧
市
行
知
小
学

行
知
小
学
は
、
中
国
の
教
育
哲
学
者
で

あ
る
陶
行
知
の
理
念
に
基
づ
い
て
創
立
さ

れ
た
西
寧
市
級
の
標
準
化
学
校
で
す
。
曲

校
長
か
ら
、
資
質
教
育
の
ほ
か
Ｉ
Ｔ
教
育

や
英
語
教
育
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
な
ど

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
施
設
設
備
は
充

実
し
て
お
り
、
授
業
中
の
生
徒
の
様
子
を

観
察
し
た
り
、
教
師
の
授
業
を
評
価
し
た

り
す
る
た
め
の
モ
ニ
タ
ー
テ
レ
ビ
室
も
あ

り
ま
し
た
。
生
徒
は
、
独
楽
回
し
、
歌
や

民
族
舞
踊
、
武
術
、
習
字
を
披
露
し
て
、

団
員
を
歓
迎
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

④
青
海
省
特
殊
教
育
学
校

熊
校
長
か
ら
、
青
海
省
人
民
政
府
に
よ

り
許
可
を
受

け
た
全
日

制
・
寄
宿
制

の
特
殊
教
育

学
校
で
あ

り
、
青
海
省

の
特
殊
教
育

学
校
の
教
師

を
教
育
す
る

学
校
で
あ
る

な
ど
の
説
明

を
受
け
ま
し

た
。
ま
た
、

国
家
が
規
定

す
る
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
以
外

に
も
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
技
術
を
身
に

付
け
さ
せ
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
の

育
成
に
努
め
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

授
業
参
観
の
ほ
か
、
寄
宿
舎
も
見
学
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

⑤
互
助
土
族
自
治
県
民
族
中
学

寄
宿
制
の
中
学
（
初
級
、
高
級
）
で
あ

り
、
土
族
、
チ
ベ
ッ
ト
族
、
モ
ン
ゴ
ル
族
、

回
族
な
ど
の
少
数
民
族
と
漢
族
の
生
徒
が

い
ま
す
。
邵
校
長
か
ら
、
標
準
化
学
校
や

緑
色
学
校
（
緑
化
キ
ャ
ン
パ
ス
）
の
認
定

を
受
け
て
い
る
こ
と
、
資
質
教
育
の
ほ
か

民
族
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
、
大

学
進
学
率
は
互
助
県
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で

あ
る
こ
と
な

ど
の
説
明
を

受
け
ま
し

た
。
授
業
参

観
の
ほ
か
、

団
員
が
生
徒

と
懇
談
す
る

機
会
を
設
け

て
い
た
だ

き
、
有
意
義

な
交
流
が
で
き
ま
し
た
。
学
校
の
良
い
と

こ
ろ
は
何
か
と
の
質
問
に
、
生
徒
は
熱
心

な
教
師
、
学
費
等
の
免
除
、
充
実
し
た
施

設
設
備
だ
と
答
え
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

教
師
の
教
え
方
が
良
い
か
ら
学
校
の
勉
強

は
好
き
だ
と
も
話
し
て
い
ま
し
た
。

⑥
林
川
郷
水
洞
小
学

水
洞
小
学
は
、
青
海
省
か
ら
低
所
得
地

区
の
学
校
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

厳
校
長
の
挨
拶
の
後
、
女
性
教
師
か
ら
、

教
室
は
崩
壊
の
危
険
性
が
最
も
高
い
建
築

物
と
指
定
と
さ
れ
る
ほ
ど
老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
が
、
修
繕
や
新
築
す
る
資
金
が
な

い
こ
と
、
冬
は
室
内
の
温
度
は
外
気
と
同

じ
零
下
二
十
五
度
に
も
な
る
こ
と
、
雨
天

に
は
雨
漏
り
対
策
の
た
め
教
師
が
ビ
ニ
ー

ル
シ
ー
ト
を
屋
根
に
は
り
付
け
る
必
要
が

あ
る
こ
と
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

事
実
、
机
と
椅
子
、
黒
板
、
ト
イ
レ
以
外

の
施
設
設
備
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
状

況
で
し
た
。
団
員
の
提
案
に
よ
り
、
教
育

施
設
等
の
充
実
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
目

的
で
、
団
員
か
ら
寄
付
金
を
募
り
、
厳
校

長
に
渡
し
ま
し
た
。
別
れ
の
と
き
、
生
徒
、

教
師
、
近
く
の
住
民
た
ち
は
、
団
員
が
見

え
な
く
な
る
ま
で
手
を
振
っ
て
見
送
っ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

今
回
の
視
察
で
は
、
都
市
部
の
先
進
的

な
学
校
だ
け
で
な
く
、
農
村
部
も
含
め
、

複
数
の
地
域
で
複
数
の
学
校
種
の
視
察
を

行
う
こ
と
で
、
中
国
に
お
け
る
教
育
の
現

状
と
課
題
等
を
多
面
的
に
把
握
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
義
務
教
育
に
つ
い
て
は
、

教
育
改
革
に
よ
り
徳
育
を
重
視
し
て
資
質

教
育
を
進
め
て
い
る
こ
と
や
、
個
性
を
重

視
し
た
教
育
を
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
の

中
で
推
進
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
地
域
に
よ
っ
て
は
、
施
設
設
備
な
ど

の
整
備
が
遅
れ
、
教
育
格
差
が
大
き
い
と

い
う
課
題
も
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
大
学
進
学
に
係
る
課
題
と
し
て
は
、

社
会
全
体
で
学
歴
が
重
視
さ
れ
て
い
る
た

め
、
過
熱
化
し
た
受
験
競
争
が
続
い
て
い

る
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。

全
体
的
な
感
想
と
し
て
、
中
国
の
生
徒

の
目
の
輝
き
、
溌
剌
と
し
た
表
情
、
高
い

学
習
意
欲
、
生
徒
と
教
師
と
の
深
い
信
頼

関
係
、
質
の
高
い
教
育
内
容
と
優
れ
た
指

導
方
法
な
ど
、
私
達
が
学
ば
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
の
方
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ま

し
た
。
中
国
の
教
育
立
国
を
目
指
す
勢
い

と
質
の
高
さ
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
若

干
の
焦
り
を
感
じ
た
の
は
私
だ
け
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
視
察
は
、
日
本

の
教
育
、
自
校
の
教
育
を
見
つ
め
直
す
良

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
の
訪
問
を
契
機
と
し
て
、

西
寧
市
行
知
小
学
と
本
校
で
作
品
交
流
を

行
っ
て
い
ま
す
。

互助土族自治県民族中学

西寧市行知小学

行知小学の生徒たち

三
　
終
わ
り
に
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■
岡
山
と
中
国
の
友
好
の
先
駆
者

岡
山
と
中
国
の
友
好
史
上
、
郭
沫
若
、

内
山
完
造
、
岡
崎
嘉
平
太
の
三
人
が
果
た

し
た
役
割
は
大
き
い
。
年
代
的
に
は
郭
沫

若
と
内
山
完
造
が
戦
前
か
ら
一
九
六
〇
年

代
に
か
け
て
主
に
活
躍
し
て
い
た
の
と
比

べ
、
岡
崎
氏
は
一
九
七
二
年
の
国
交
回
復

前
後
に
活
躍
し
て
お
り
、
年
代
的
に
は
若

干
の
差
が
あ
る
。
今
年
に
入
っ
て
、
五
月

末
に
内
山
完
造
没
後
五
十
周
年
事
業
が
井

原
で
開
催
さ
れ
、
六
月
五
日
か
ら
は
岡
山

県
立
美
術
館
で
郭
沫
若
展
が
開
催
さ
れ
る

な
ど
、
期
せ
ず
し
て
日
中
友
好
の
懸
け
橋

の
両
人
が
相
次
い
で
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
た
。
本
稿
で
は
、
郭
沫
若
氏
の
計
ら
い

で
、
岡
山
県
後
楽
園
に
中
国
か
ら
丹
頂
鶴

が
贈
呈
さ
れ
た
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
、
紹

介
し
た
い
。

■
中
国
学
術
視
察
団
の
こ
と

一
九
五
五
年
岡
山
県
の
招
待
で
、「
中
国

学
術
文
化
視
察
団
」
が
来
岡
し
た
。
こ
の

訪
日
団
の
団
長
を
務
め
た
の
が
、
当
時
中

国
科
学
院
の
院
長
だ
っ
た
郭
沫
若
氏
だ
っ

た
。
郭
氏
は
第
一
高
等
学
校
の
予
科
で
学

ん
だ
あ
と
第
六
高
等
学
校
に
進
ん
だ
が
、

当
時
、
東
京
の
聖
路
加
病
院
に
勤
務
し
て

い
た
佐
藤
お
と
み
さ
ん
と
い
う
看
護
婦
さ

ん
と
恋
愛
関
係
に
な
り
、
子
供
を
も
う
け

岡
山
で
事
実
上
の
夫
婦
生
活
を
し
て
お
り
、

岡
山
に
は
深
い
思
い
出
を
残
し
て
い
た
。

六
高
時
代
、
郭
氏
は
後
楽
園
を
通
り
、
通

学
し
て
い
た
が
、
当
時
後
楽
園
に
は
多
く

の
丹
頂
鶴
が
放
し
飼
い
に
さ
れ
て
い
て
、

入
園
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
た
。

一
九
五
五
年
に
岡
山
を
再
訪
し
た
時
、

世
界
大
戦
で
鶴
が
死
に
絶
え
、
一
羽
も
い

な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
郭
氏
は
、

三
木
行
治
岡
山
県
知
事
の
要
請
を
即
座
に

受
け
、
中
国
の
黒
竜
江
省
に
い
た
丹
頂
鶴

を
ツ
ガ
イ
で
贈
呈
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
。

岡
山
ホ
テ
ル
（
現
在
の
天
満
屋
前
あ
た
り

に
あ
っ
た
）
で
開
催
さ
れ
た
歓
迎
会
の
席

上
、
即
興
詩
を
つ
く
り
、
後
に
そ
の
中
の

一
首
が
後
楽
園
の
詩
碑
と
し
て
今
日
に
残

っ
て
い
る
。

そ
の
仲
立
ち
を
し
た
の
が
当
時
の
日
中

友
好
協
会
岡
山
県
支
部
で
あ
り
、
協
会
の

事
務
局
長
で
あ
っ
た
中
西
寛
治
さ
ん
で
あ

る
。
当
時
は
日
中
の
国
交
が
な
か
っ
た
た

め
に
、
あ
ら
ゆ
る
交
流
は
民
間
友
好
団
体

が
主
導
で
行
わ
れ
て
い
た
。

■
中
西
寛
治
さ
ん
の
こ
と

中
西
さ
ん
は
、
岡
山
県
矢
掛
町
の
出
身

で
、
一
九
四
九
年
に
、
岡
山
に
全
国
で
初

め
て
「
日
中
友
好
協
会
」
の
看
板
を
掲
げ

た
人
で
あ
る
。
当
時
の
友
好
協
会
の
初
代

理
事
長
が
内
山
完
造
さ
ん
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
岡
山
に
最
初
に
友
好
協
会
の
支
部

が
設
立
さ
れ
、
同
時
に
初
代
事
務
局
長
に

就
任
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
中
国
に
残
留

し
て
い
た
日
本
人
の
帰
国
運
動
、
玉
野
な

ど
に
の
こ
っ
て
い
た
中
国
人
の
無
縁
仏
の

遺
骨
送
還
を
は
じ
め
、
内
山
さ
ん
の
秘
書

役
と
し
て
県
内
の
友
好
行
脚
を
実
践
し
て

い
た
。
そ
し
て
郭
沫
若
氏
を
団
長
と
す
る

「
中
国
学
術
視
察
訪
問
団
」（
一
九
五
五
年
）

の
歓
迎
実
行
委
員
会
の
事
務
局
長
を
務
め
、

後
楽
園
の
鶴
寄
贈
の
仲
立
ち
を
し
、
後
に

郭
沫
若
氏
の
即
興
詩
を
詩
碑
と
し
て
残
す

た
め
の
運
動
（
郭
沫
若
氏
詩
碑
建
立
実
行

委
員
会
事
務
局
長
）
を
推
進
し
た
。
ま
た
、

郭
沫
若
氏
の
招
聘
を
受
け
た
岡
山
県
学
術

視
察
訪
中
団
」
の
秘
書
長
と
し
て
、
中
国

政
府
と
の
や
り
と
り
、
渡
航
の
手
続
き
関
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係
な
ど
事
務
手
続
き
の
一
切
を
と
り
し
き

っ
た
。
こ
の
訪
問
団
の
内
容
や
成
果
な
ど

に
つ
い
て
は
別
稿
に
譲
る
こ
と
と
す
る
。

■
贈
呈
さ
れ
た
鶴
は
二
羽
と
も
雌
だ
っ
た
。

贈
呈
さ
れ
た
二
羽
の
丹
頂
ヅ
ル
は
目
の

色
か
ら
「
ク
ロ
メ
」
と
「
チ
ャ
メ
」
と
名

づ
け
ら
れ
、
大
切
に
育
て
ら
れ
て
い
た
が
、

子
供
が
生
ま
れ
な
い
こ
と
に
疑
問
を
持
ち

専
門
家
に
見
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
二
羽

と
も
雌
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
、
後
に

北
海
道
の
釧
路
に
い
た
鶴
と
か
け
合
わ
せ
、

や
っ
と
子
供
が
生
ま
れ
た
。
い
ま
で
は
、

六
十
羽
以
上
に
増
え
て
い
る
と
聞
く
。

■
動
物
の
贈
呈
第
一
号
？

一
九
七
二
年
の
日
中
国
交
回
復
の
時
、

当
時
の
中
国
総
理
周
恩
来
首
相
は
記
念
に

パ
ン
ダ
二
頭
を
田
中
角
栄
首
相
に
贈
呈
し

た
。
い
わ
ゆ
る
パ
ン
ダ
外
交
の
幕
開
け
で

あ
る
。
し
か
し
、
パ
ン
ダ
贈
呈
か
ら
さ
か

の
ぼ
る
こ
と
一
七
年
前
に
す
で
に
鶴
の
贈

呈
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
大
変
興
味
深

い
。
岡
山
市
日
中
友
好
協
会
で
は
こ
の
鶴

を
日
中
友
好
の
象
徴
と
し
て
伝
え
て
い
く

た
め
、
日
中
国
旗
の
間
に
鶴
を
あ
し
ら
っ

て
会
員
バ
ッ
ジ
を
作
成
し
、
普
及
に
努
め

て
い
る
。

一
九
五
六
年
七
月
三
日
午
前
、
中
国
か

ら
の
第
十
三
次
引
揚
船
―
興
安
丸
が
日
本

の
京
都
府
舞
鶴
港
に
入
港
し
た
。
船
上
に

は
三
百
三
十
五
名
の
中
国
政
府
か
ら
赦
免

さ
れ
た
「
戦
犯
」
の
日
本
人
と
は
別
に
、

特
別
な
「
旅
客
」
・
・
・
中
国
東
北
地
方

か
ら
来
た
一
対
の
丹
頂
鶴
が
乗
っ
て
い
た
。

こ
れ
こ
そ
が
半
年
前
に
代
表
団
を
率
い
て

岡
山
を
訪
れ
た
、
当
時
中
国
科
学
院
院
長

で
あ
っ
た
郭
沫
若
が
岡
山
の
後
楽
園
に
贈

っ
た
贈
り
物
で
あ
る
。

七
月
四
日
の
夕
方
、
二
羽
の
丹
頂
鶴
は

汽
車
に
乗
り
換
え
て
無
事
岡
山
に
着
い
た
。

三
木
行
治
岡
山
県
知
事
を
は
じ
め
と
し

た
岡
山
県
人
の
暖
か
い
歓
迎
を
受
け
て
、

す
で
に
準
備
万
端
整
っ
た
後
楽
園
の
新
居

に
移
っ
た
。
こ
の
中
国
か
ら
の
使
者
は
日

本
風
に
「
チ
ャ
メ
」
と
「
ク
ロ
メ
」
と
名

付
け
ら
れ
た
。

一
九
六
一
年
春
、
三
木
知
事
は
岡
山
県

の
熱
心
な
友
人
た
ち
と
後
楽
園
に
詩
碑
を

建
立
し
た
。
郭
沫
若
が
一
対
の
丹
頂
鶴
を

贈
る
と
承
諾
し
た
時
に
詠
ん
だ
五
言
詩
が

記
念
と
し
て
石
碑
に
刻
ま
れ
て
い
た
。

後
楽
園
仍
在
、
烏
城
不
可
尋
。

愿
将
丹
頂
鶴
、
作
対
立
梅
林
。

（
訳
）
後
楽
園
は
あ
れ
ど
、

烏
城
の
姿
は
今
は
な
し

か
わ
り
に
丹
頂
鶴
を
は
な
ち
て

梅
林
に
配
せ
ん
（
林
秀
一
訳
）

「
チ
ャ
メ
」
と
「
ク
ロ
メ
」
が
日
本
に

着
い
た
時
は
ま
だ
二
歳
だ
っ
た
た
め
雄
雌

の
判
別
が
で
き
な
か
っ
た
。
六
歳
に
な
っ

て
や
っ
と
こ
れ
が
一
対
の
姉
妹
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
毎
年
卵
を
産
む
が
、
孵

化
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
一
九
七
五
年

こ
の
一
対
の
姉
妹
は
北
海
道
の
釧
路
市
動

物
園
に
送
ら
れ
交
配
し
た
。
一
九
七
七
年

九
月
二
十
五
日
「
チ
ャ
メ
」
は
皮
膚
病
で

死
去
。
岡
山
県
人
は
こ
れ
を
E
製
標
本
に

し
て
「
鶴
鳴
館
」
に
飾
っ
て
い
る
。

残
っ
た
「
ク
ロ
メ
」
は
一
九
七
八
年
五

月
十
四
日
に
産
卵
。
岡
山
県
人
の
老
朋
友

で
あ
る
郭
沫
若
が
病
没
し
て
数
日
後
、
一

対
の
中
日
友
好
の
象
徴
と
な
る
新
し
い
生

命
が
、
人
口
孵
化
に
よ
り
殻
を
破
っ
て
誕

生
し
た
。「
ク
ロ
メ
」
と
い
う
正
に
世
話
上

手
の
母
親
が
、
一
九
八
〇
年
、
一
九
八
二

年
と
続
い
て
第
二
、
第
三
の
雛
を
育
て
た
。

現
在
「
ク
ロ
メ
」
は
彼
女
の
三
羽
の
娘
た

ち
と
一
緒
に
静
か
に
暮
ら
し
て
い
る
。

『
人
民
中
国
』
五
月
号
よ
り
転
載
。

筆
者
は
郭
沫
若
の
娘
で
、
郭
沫
若
記
念

館
館
長
の
郭
平
英
さ
ん
。

な
お
、『
人
民
中
国
』
は
、
日
本
語
で
発

行
さ
れ
て
い
る
月
刊
誌
で
、
中
国
文
化
や

時
事
問
題
、
中
国
映
画
や
中
国
語
の
最
近

の
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
出
版
は
北

京
に
あ
る
『
人
民
中
国
雑
誌
社
』
で
、
日

本
人
編
集
者
も
参
加
し
て
い
る
。
一
冊
四

〇
〇
円
、
年
間
購
読
は
四
八
〇
〇
円
（
送

料
込
み
）。
ご
購
読
希
望
の
方
は
協
議
会
事

務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

郭沫若詩碑建立式で放たれた２羽の鶴

「
後
楽
園
と
丹
頂
鶴
」
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二
〇
〇
七
年
十
月
二
日
、
丁
度
私
の
誕

生
日
だ
っ
た
。
朝
起
き
て
、
両
親
は
悲
し

い
顔
を
し
て
い
た
。
片
付
け
と
朝
ご
は
ん

が
終
わ
っ
て
、
親
戚
の
五
人
と
一
緒
に
、

大
連
空
港
ま
で
行
っ
た
。
こ
れ
は
私
の
初

飛
行
機
の
旅
だ
。
二
十
三
歳
の
私
は
初
め

て
両
親
と
離
れ
て
、
自
分
で
生
活
を
し
始

め
ま
し
た
。

中
国
人
に
と
っ
て
、
春
節
と
い
う
の
は

家
族
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
、「
春
節
聯
歓
晩

会
」
を
見
た
り
、
餃
子
な
ど
の
料
理
を
作

っ
た
り
、
爆
竹
の
音
で
一
年
を
明
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
二
〇
〇
八
年
の
春
節
、

一
人
暮
ら
し
の
私
は
、
五
時
間
の
「
春
節

聯
歓
晩
会
」
を
見
な
が
ら
、
一
人
で
餃
子

を
作
っ
た
。
十
二
時
に
涙
が
溢
れ
な
が
ら

両
親
に
電
話
し
た
。
こ
の
国
と
離
れ
て
い

る
春
節
は
一
番
悲
し
か
っ
た
。

二
〇
〇
八
年
の
五
月
頃
、
四
川
省
大
地

震
の
募
金
活
動
に
参
加
し
た
私
は
岡
山
県

中
国
留
学
人
員
友
好
聯
誼
会
に
入
会
し
た
。

そ
れ
か
ら
私
は
い
ろ
ん
な
人
と
出
会
っ
て
、

本
当
に
日
本
に
来
て
よ
か
っ
た
と
思
い
始

め
ま
し
た
。

二
〇
〇
九
年
一
月
十
八
日
私
は
大
阪
で

開
催
さ
れ
た
「
二
〇
〇
九
西
日
本
地
区
中

国
留
学
人
員
・
学
者
春
節
聯
歓
会
」
に
参

加
し
た
。
鄭
祥
林
総
領
事
の
話
を
聞
い
て
、

私
た
ち
が
同
じ
大
連
外
国
語
大
学
を
卒
業

し
た
こ
と
を
知
っ
た
。
今
ま
で
自
分
が
ど

ん
な
こ
と
ま
で
で
き
る
か
分
か
ら
な
い
私

は
、
総
領
事
の
姿
を
見
て
、
目
標
を
立
て

た
。
き
ち
ん
と
日
本
語
を
身
に
つ
け
、
日

中
交
流
や
友
好
の
た
め
に
懸
け
橋
の
役
割

を
し
よ
う
と
今
思
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
ま

だ
道
険
し
い
事
か
も
し
れ
な
い
が
、
自
分

で
一
歩
ず
つ
頑
張
っ
て
歩
こ
う
と
思
っ
て

い
る
。

二
〇
〇
九
年
一
月
二
十
五
日
は
中
国
の

春
節
だ
っ
た
。
二
〇
〇
八
年
の
一
人
と
違

っ
て
、
今
年
私
は
何
十
人
と
一
緒
に
岡
山

県
中
国
留
学
人
員
友
好
聯
誼
会
が
主
催
し

た
春
節
聯
歓
会
に
参
加
し
た
。
ま
た
一
月

三
十
一
日
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
岡
山
市
日
中
友
好
協

会
が
主
催
し
た
「
日
中
友
好
新
春
互
礼
会
」

に
も
を
参
加
し
た
。
い
ろ
ん
な
方
々
と
話

し
合
っ
て
、
さ
ら
に
今
後

の
目
標
が
明
ら
か
に
な
っ

て
き
た
。

二
〇
〇
七
年
十
月
二
日

の
私
と
今
の
私
、
い
ろ
ん

な
こ
と
を
体
験
し
、
成
長

し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も

い
ろ
ん
な
人
と
出
会
え
る

と
思
う
。
こ
ん
な
人
た
ち

か
ら
学
ん
で
、
も
っ
と
充

実
し
た
留
学
生
活
を
し
た

い
と
思
う
、
ま
た
さ
ら
に

日
中
交
流
に
力
を
尽
く
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

日
本
に
来
て
よ
か
っ
た

岡
山
大
学
中
国
人
留
学
生
　
邵
　
　

岡山県日中教育交流協議会会報「悠久」■ 6

P01-08.qxd  09.6.25 9:22  ページ 6



●総会・理事会開催される

5月30日（土）岡山県生涯学習センターにて、会員・役員ら21名の出席のもと、平成21年度の総会・理事会が開催

されました。選出された役員並びに活動方針は下記の通りです。

協議会事務局からのお知らせ

協議会事務局 〒700-0902 岡山市北区錦町5－15 南田辺ビル2階
電話：086－225－5083 FAX：086－225－5041
http://www.oka-rizhongyouxie.jp/index_04.htm
メール：oknittyu@yahoo.co.jp 担当：松井、平野

☆活動方針（抜粋）

●１　協議会設立10周年記念事業
a 記念訪中団（9月19日～26日、7泊8日）連休ですので休みが取りやすい日程となっています。上海→西安
→洛陽→北京を回り、岡山と中国の友好の足跡を訪ね、世界遺産の宝庫と言われる中国古都の歴史に触れる満
喫の旅です。パンフレットは事務局にありますのでお問い合わせください。こぞってご参加ください。

s 中国との教育交流に関する実態調査（6月「悠久」配布時に各校へ依頼）
平成11年度に同様の趣旨の調査を実施しており、今回10年目となる。
今後の岡山県と中国との教育交流を進める上での貴重な資料として活用したいと思います。

d 記念講演会の開催
f 「悠久」拡大号の発行
g 特別寄付金の募集

●２　組織・財政基盤の強化
10周年を機に、会員の増強をはかり、事務局を強化する

平成21年度役員

役　　職 氏　　　　　名 所　　　　　　　　　　　　属
参　　　与 中　島　　　博 岡山県経済団体連絡協議会　座長

岡　崎　　　彬 岡山県商工会議所連合会　会長
加　計　孝太郎 学校法人加計学園　理事長
片　岡　和　男 岡山市日中友好協会　会長
末　光　　　茂 社会福祉法人旭川荘　理事長

顧　　　問 門　野　八洲雄 岡山県教育委員会　教育長
福　武　總一郎 財団法人福武教育文化振興財団　理事長

名 誉 会 長 江　草　安　彦 川崎医療福祉大学　名誉学長
特 別 顧 問 森　崎　岩之助 岡山県日中懇話会　会長

黒　瀬　定　生 岡山県教育弘済会　理事長
会　　　長 岡　田　浩　明 岡山県生涯学習センター　所長
副　会　長 吉　田　雄　平 岡山県都市教育長協議会　会長

佐　藤　元　信 岡山県私学協会　会長
戸　村　彰　孝 岡山商科大学附属高等学校　校長
曽　田　佳代子 岡山市立中央中学校　校長

理　　　事 今　井　康　好 岡山県教育庁指導課　課長
武　　　泰　稔 岡山県町村教育長会　会長
太　田　豊　秋 岡山県PTA連合会　会長
山　本　　　守 岡山県高等学校PTA連合会　会長
國　友　道　一 岡山県高等学校長協会　会長
大　石　隆　夫 岡山県特別支援学校長会　会長
小　林　英　一 岡山県中学校長会　会長
大　野　光　二 岡山県小学校長会　会長
赤　堀　元　美 岡山県高等学校芸術文化連盟　会長
山　本　　　正 岡山県国際理解教育研究会　会長
板　野　美佐子 日中医療福祉研修センター　所長
大　川　泰　栄 岡山市教育委員会　教育企画総務課 課長
松　井　三　平 岡山市日中友好協会　理事（事務局長）

監　　　事 大　橋　典　晶 中国短期大学　准教授
赤　松　康　弘 岡山県国際理解教育研究会　元会長
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おかげさまで20周年！ 
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